
代
筏
期
の
も
の
平
｡
(故
地
)

新

著

紹

骨

●.●●●一喜

一て一●壬
ユ▼■●書

●●一,i

O
朝

鮮

の
物

産

昔
年
氷
助
嗣

嗣
恋
資
料
餌
十
九
輯

射
列
七
三

二
貢

樹
般
六
十
七

朝
鮮
物
韓
分
布
樹

(
二
宮
五
十
鵜
舟

こ

附

朝
鮮
組
骨
肘

二
年
三
月

本
隅
は
朋
肝
に
於
げ
ろ
陶
酔
の
種
如
､
性
質
'
分
猫
'
生
箆
､
貿
易

取
引
等
の
状
態
,SJ桝
か
Li
し
た
i
の
で
.
絶
て
十
帝
よ
り
成
る
.
妨

1

帝
に
於
て
拘
鉛
の
文
瓶
と
吻
産
名
の
略
解
私
行
か
'
次
に
李
朝
初
期
､

同
中
期
､
及
同
末
期
の
三
薄
に
於
て
文
献
に
掛
ほ
れ
た
る
品
物
名
私
地

方
別
に
雛
列
し
て
共
の
龍
明
も
輿
へ
以
て
現
代
に
於
げ
ろ
物
鍵
の
依
っ

て
氷
る
鹿
一秒
明
か
に
L
LIO
鋳
五
薄
に
於
て
明
椅
四
十
三
年
俳
舟
以
後

大
正
十
三
坤
に
至
る
些
尿
の
相
加
｡
貿
易
の
野
速
.
市
場
の
取
引
'
脚

蟹
の
大
勢
も
述
べ
て
現
代
に
放
け
る
産
米
の
附
託
在
銘
す
と
北
ハに
滑
水

に
於
け
る
韓
柴
の
方
針
み
知
ら
し
め
て
ゐ
る
O
蔚
六
笹
以
下
は
各
孜
で

放
産
物
.
林
産
物
.
嘩
舵
物
.
エ
縫
物
､
水
産

物
の
主
繋
な
=ーl･t
日
に
就

い
て
放
列
す
る
と
北
ハ
に
詳
細
な
放
計
払
拭
山
に
抱
け
て
居
る
｡
獅
問
版

巾
六
十
五
は
各
韓
柴
の
状
態
聖
が
し
た
と
の
で
あ
る
が
其
の
多
く
の
も

の
に
併
在
地
名
み
炊
い
で
居
る
の
_工
法
鵬
で
あ
る
O
附
附
の
物
産
分
布

間
代
群
て
朝
鮮
の
開
脚
に
附
し
た
も
の
私
改
訂
し
i
iも
の
ゝ
校
で
あ
る

之
私
邸
す
る
に
本
番
は
婆
ス
朝
鮮
の
産
業
と
即
し
ii
ガ
が
適
切
な
も
の

で
､
朝
鮮
耗
基
地
班
上
の
｣

大
安
料
た
る
に
足
り
ろ
｡
若
し
乗
れ
妃
時

勅

封

軸

介

に
放
て
如
何
に
朝
鮮
の
耗
葉
が
開
放
せ
ら
れ
て
氷
た
か
､
久
ーて
如
何
な

る
新
し
い
耗
輩
が
起
っ
て
爽
LI
か
み
観
ん
で
見
ろ
-
朝
鮮
は
決
し
て
昨

日
の
朝
鮮
で
な
い
こ
と
払
細
る
と
同
時
に
此
の
遊
ん
で
岬
-
二
･と
の
出

か
七
年
砧
の
人
文
地
轍
考
究
が
し
て
見
た
-
な
ら
泊
地
畢
愛
好
家
ほ
あ

る
よ
い
と
思
ほ
れ
る
O
(N
)

エ
拳

博
士

蹄

井

頚

管

0
日
凍
築
港
史

唱
和
二
年
五
月
､
丸
尊
敬
行

先

侶

五

軌

瓦
.十

銭

旋
非
博
士
に
は
､
3
4
,にこ
築
港
前
後
二
蹄
と
い
ふ
蘭
越
が
あ
っ
y
'
エ

挙
上
か
ら
見
た
築
港
及
其
設
備
の
和
諭
が
評
逃
さ
れ
'
大
に
世
に
行
ほ

れ
て
ゐ
る
｡
尖
し
沿
潤

単
の
梯
威
と
い
ふ
べ
4
,で
あ
る
0
し
か
る
に
今

度
は
築
胎
の
庶
史
在
尋
ね
摘
髄
論
と
し
て
'
往
時
の
串
糖
､
紳
呂
'
婁

沖
､
浦
戸
'
細
島
[
顔
見
砧
と
い
ふ
六
粒
に
つ
い
て
放
臆
元
年
以
後
徳

川
時
代
に
行
ほ
れ
た
四
囲
の
胎
潤
に
つ
い
て
其
設
計
の
跡
私
の
べ
､
安

ら
に
樽
じ
て
明
治
十

7
年
の
野
蒜
船
､
坂
井
港
以
下
近
代
の
築
港
四
十

八
ヶ
所
_二
つ
き
叔
後
ー
(大
正
十
五
年
の
小
食
継
ま
で
)
本
邦
内
の
商
港

圧
殆

ど
池
ら
す
析
bf･i
-
之
,S
訟
明
批
評
さ
れ
た
も
の
で
野
猿
さ
れ
る
折

が
多

い
.
故
に
本
番
は
明
治
時
代
以
後
の
築
髄
論
と
見
て
た
問
が
な
い

そ
れ
よ
り
･以
前
の
築
溶
血
1
.
文
献
の
徴
す
べ
き
J
の

趣
め
て
抄
な
-

叙
寄
主
だ
充
分
で
な
い
が
O
こ
れ
は
博
士
の
寒
竹
切
外
で
あ
る
か
ら
､

乏
在
米
む
る
方
が
如
…孤
で
あ
ら
う
O

い
づ
Jh
.
も
後
静
と
し
て
漁
港
節
が
お

る
と
の
串
で
あ
る
｡
充
血
地
軸
率
の
汲
参
考
啓
と
し
て
推
爽
す
る
所
以

で
あ
る
0
(藤
田
)

忠

七
七



地

球

第
八
蓉

新

村

氏

著

∫

0
船
舶
史
考
景

都

､

更
血
関
敢
行

非

賓

点

本
啓
は
新
村
博
士
の
近
著
で
あ
る
｡
朋
の
丸
髄
と
八
肺
舶
考
と
.
閉
射

H
,ブ
ス
i
ス
丸
と
薫
批
舟
､
と
い
ふ
三
つ
の
論
文
払
拭
め
て
､
細
別
此

考

と

し
て
出

さ
れ

た

J
の
で
あ
る
.
従
っ
て
名
は
舶
舶
虫
暫
L,あ
っ
て

米
は
舶
舶
血
の

l
部
で
あ
る
と
見
て
よ
い
｡
し
か
し
日
本
の
射
然
り
が

中
世
に
析
躍
し
た
雁
皮
か
知
る
に

は
'
こ
の
上
-
な
い
斑
紋
で
あ
る
O

丸
と
い
ふ
舶
¢
翁
の
沖
流
み
し
り
､
八
幡
舶
バ
､
シ
の
名
節
の
超
脱
を

畢
ぶ
放
け
で
も
､

L
般
批
啓
子
の
大
な
る
難
で
あ
ら

れ
ぼ
な
ら
jqrl
｡
牡

訂
-
念
が
入

っ
て
ゐ
る
L
､
紙
質
印
刷
共
に
弟
ほ
し
い
四
六
列
二
甘
式

未
満
の
い
か
.1
i
二
つ
た
不
で
あ
る
.
(遊
間
)
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一'-

報

鞄

○
軒
に
鼓
動

た

栄

.fp･･市

昭

和
新

政

の
貯

賢

ろ
,
本
年
四
月

7zE
･･iり
新

に
鳥
取
願

米
子
町
に
市
制
が
し
か
れ
た
'
=
れ
で
金
団
の

都
輔
は
現
衣
甘
○
こ
な
井
す
る
0

栄
子
市
は
今
を
去
る
二
言
目土
十
億
叩
前
段
選
六
坤
.
中
村
脚
荷
守
が
入

関
し
て

叫
城
諦
私
形
成
し
て
か
ら
町
に
な
っ
た
'
常
軌
は
加
茂
村
と
耶

ヨ
ナ
フ

し
梅
坪
の

1
小
払
村
で
あ
っ
た
､
地
名
の
F起
り
は

米

也

よ
り
碑
靴
し
た

と
い
び
､
又
は
'粥
島
長
坊
が
年
八
十
八
に
し
て
潮
-

叫
子
か
肇
げ
た
の

で
仙
人
之
私
布
端
と
し
て

｢
八
十
八
の
子
｣
で
地
銘
弟
子
と
改
め
た
と

い
ふ
'
現
水
の
米
子
市
は
鳥
取
悦
の
田
端
に
任
し
'
東
田

E
EH

T
､

第

1
駄

究

七
八

滴
北

1
撃

二
丁
､
両
横
〇

･
六
哩
飴
で
あ
る
東
北
開
の
三
方
盟

蒜

な
る

四
伯
平
野
払
轡
b
L
西
は
中
晦
に
而
し
て
ゐ
る
.
山
陰
線
か
ら
境
鉛
及

伯
僻
紋
の
出
る
起
瓢
で
盟
に
伯
似
及
米
子
の
前
屈
埠
が
本
市
私
中
心
と

し
て
近
郷
Li
数
設
せ
ら
れ
て
山
陰
の
商
工
非
の
中
心
地
と
な
っ
た
.
昭

利
三
年
度
に
な
っ
て
､
仰
併
蹄
が
完
成
し
た
ら
､
本
市
に
森
々
盛
ん
に

な
る
で
あ
ら
う
｡
現
准
人
口
三
裾

-
千
甘
凹
十
四
人
､
戸
数
六
千
八
.育

四
十
三
戸
で
あ
る
O

O
安

房

線

勝

浦

･L
い組

興

津

間

開

通

昭
和
二
年
四
月

1
日
朗

泡
の
延
長
六
粁
二
六
四
釆
六
の
同
税
路
左
の
如
し

起
工

大
正
十
四
年
九
月

丁
日

並
工

昭
邪
二
年
二
月
十
五
日

線
路
鞠
紋

軌
間

丁
米
〇
七
〇

勾
配

虎
魚

7
〇
･
〇

曲
韓

何問
小
串
筏
三
〇
〇
沸

築
城

組
計
丁
四
五
､
四
四
〇
立
方
が

切
取

組
計
八
七
､
五
六
〇
丑
方
柴

橋
親
玉
ケ
併

進
長
命
計

三
八
米

1
四
二

薄
綿

十

九
ヶ
所

防
.7,%!
十
ニ
ケ
仲
礁
長

1
粁
H
H

五
沸

停
神
韻

鵜
原

も
上
紙
興
津

用
地

九
二
､
0
0
0
平
方
米

軌
泊
､
節
三
種
三
〇
斑

工事
公

7
'

〇
七
八
'n
O
C
O
脚

f
粁
借
り
十
七
溺
二
千
脚

○
本

邦

陶

韓

界
の
現

状

大
正
十
四
年
十

7
月
撃

三
脚
余
財
鋸


